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要 旨 【背景】末梢挿入型中心静脈カテーテル（peripherally inserted central venous 
catheter：PICC）は中心静脈カテーテル（centrally inserted central venous catheter：

CICC）に比べてカテーテル感染や重篤な合併症が少ないことから，徐々に関心が高まっている．
そこで，JNP（Japanese Nurse Practitioner）によるPICCの留置と安全な管理体制の構築が患者
や医療者に与える影響について検証した．【方法】2017年 4 月から 8 月に看護師117名とPICC留
置患者57名にPICC管理に関する現状調査を実施し，2018年 5 月から 8 月に看護師92名にJNPが
PICC管理研修を実施し理解度を調査した．また，2017年 7 月から2018年 9 月に超音波ガイド下
で静脈穿刺をし，PICCをナビゲーションを使用せず留置した群56例と，ナビゲーションを使用
して留置した群29例を対象にそれぞれ比較検討した．【結果】PICC管理に対する看護師の理解不
足が明らかとなったが，JNPが看護師教育に携わることにより，PICC管理に困惑している看護
師は57.6％から23.0％に低下した．PICC留置時の超音波ガイド下静脈穿刺の成功率は85例中85例

（100.0％）であり，カテーテルの上大静脈内への留置は，ナビゲーション不使用群が56例中42例
（75.0％），ナビゲーション使用群が29例中29例（100％）であった．【考察】JNPは看護師の適切
なPICC管理に繋

つな

がる教育に寄与できる可能性が示唆されたが，単発の研修は看護師のPICC管理
に関する知識や技術の低下を招くことや不適切な管理に繋がる可能性がある．また，JNPは超音
波装置とナビゲーション装置を使用することで，ベッドサイドにおいて安全にPICCを留置でき，
透視による患者の被曝や透視室まで移動する患者，看護師の業務負担の軽減にも寄与できること
が示唆された．【結語】JNPがPICCの安全な留置と看護師による適切なPICC管理に寄与できる
可能性が示唆されたが，看護師への教育は定期的に実施し，質を維持する介入が必要である．
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　中心静脈カテーテル（central venous catheter: 

CVC）は，輸液や薬剤，静脈栄養の投与を安定し
て継続的に実施するために欠かすことのできないデ
バイスである．種類としては，内頸静脈，大腿静脈，
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